
健全な市場形成のための規格化と認証基盤整備
～NITEでの事例から～

京都イノベーション創出セミナー（2021年８月27日）

独立行政法人 製品評価技術基盤機構（NITE）
国際評価技術本部



新しい技術から市場形成まで
（従来型の標準化：海外に有利な市場形成）
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業界のコンセンサス

国際標準化（ＩＳＯ/ＩＥＣ）



新しい技術から市場形成まで
（トップスタンダード型：日本に有利な市場形成）
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日本がリードする
優れた技術

市場形成

国内標準化（ＪＩＳ）

国際標準化（ＩＳＯ/ＩＥＣ）

新規提案グループ
（迅速に作業）

日本主導で先に策定を進める！

日本企業に有利な市場形成(^0^)

翻訳ＪＩＳ



トップスタンダード
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日本発の

優れた技術
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な市場形成

新規提案

グループトップスタンダード
日本がリード

→国際標準化

日本発の

優れた技術

業界コンセ

ンサス

海外に有利

な市場形成
従 来

海外がリード

→国際標準化

技術 国内標準化 海外標準化 市場

・迅速な提案が可能 ・日本が国際幹事・議長に
・日本から規格案を提案
・日本からエキスパートを派遣

NITE
ＡＩＳＴ

ファインバブルの事例では議長は英国。



標準化とは

• 標準化とは、一定のメンバーの合意を得て規格（技
術仕様書）を制定し、当該規格を普及する行為

（出典）経済産業省 標準化を活用した事業戦略のススメ
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標準化の長所・短所

（出典）経済産業省 標準化を活用した事業戦略のススメ
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国家戦略等
政策ニーズNITE

あるものはNITEとしての役割を終える？

法律等

国際評価技術本部
（2015年度（平成27年度）発足）

製品安全センター 認定センター バイオテクノロジーセンター 化学物質管理センター

あ
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は
法
律
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に
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す

国際評価技術
本部

電力安全
センター 7

国際評価技術本部は、国家戦略等の政策ニーズを受けて、新規事業の立ち
上げ等を行う。その実現に必要となる試験評価手法の開発、標準開発、認証
支援等の業務を実施する。

国際評価技術本部



国際評価技術本部の業務
• 我が国企業の競争力強化と世界市場の獲得（大型蓄電池システム、ファイ
ンバブル）、再生可能エネルギー発電拡大等に伴う電気保安水準（電気保
安）の向上を目指す。

h26fy h27fy h28fy h29fy h30fy r1fy r2fy 今後

大型蓄電池システム準備

ファインバブル

電気保安準備
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業界の自立的
な活動を定着
させた段階で
役割を終える。



国際評価技術本部
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大型蓄電池システム ファインバブル

大型蓄電池システム試験・評価施設
（ＮＬＡＢ大阪）

電気保安



ファインバブルとは？
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非常に細かい、直径100ミクロンメートル未満の微細気泡の事。
微細気泡（ファインバブル）を含む水は、洗剤の要らない洗浄
水としての要素や、排水処理関係での利用が広がっている。

身近な場所でも、道路施設のトイレなどの洗浄や、農業分野、
工業分野での活用、衣類洗濯機（洗浄力向上）やシャワーや
お風呂等へ適用範囲が広がっている。

工業利用での前提となる定義、測定方法、性能評価法などの
標準化や認証方法が確立しておらず、国際的な製品・技術の
普及を図る上で課題となっている。



水中で安定/目視不可

100μm

バブル

ファインバブル

マイクロバブル

ウルトラファインバブル
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1μm

超純水 バブル水

レーザー

散乱光

水中で浮上/目視可

１分後 ２分後発生停止

ファインバブルの定義
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国際標準化の準備

ファインバブル技術の国際標準化提案に関する
新たなISO専門家委員会（TC)の設立提案

国際標準化活動のプラットフォームとして
２０１２年７月に設立

加盟国による投票を経て、2013年６月に我が
国を幹事国とするＩＳＯ・新TC281（Fine 
Bubble Technology)が正式承認。



NITEの取り組み

試験・評価用装置整備
測定方法の開発

NITEファインバブル実験室

認証制度構築の支援

FBIA認証制度
構築支援

FBIA試験ラボ
指定制度構築支援

国際標準化への協力
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試験・評価用装置整備

ファインバブルの特性に合わせ複数の粒子測定機器を使用

粒子軌跡トレース法

動的光散乱法
（ファイバー光学方式）

動的光散乱法
（クロスコリレーション方式）

共振質量測定法

レーザー回折・散乱法 画像解析法

電気的検知帯法

光遮へい方式

電気的検知帯法
（電気抵抗ナノパルス方式）
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– 画像解析法等を用いた粒径・個数濃度測定

– MB発生後から測定箇所までのチューブ内での
滞留時間を規定
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MB発生装置 カメラ

光源

測定機器測定容器

フロー測定

測定方法の開発の一例
（マイクロバブルの測定方法の開発）

NITEの貢献
測定方法開発→手順書→業界規格→防衛特許出願→国際規格



認証制度構築の支援成果の一例
（ファインバブル評価ができる試験ラボ）

https://www.fbia.or.jp/product-registration/mark-list-for-exam-lab/
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日東精工さま マイクロバブル発生装置

認証制度構築の支援成果の一例
（製品サンプル認証制度）
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国際標準化への協力１
（NITEが作成した国際標準）

• ISO 20298-1:2018

ファインバブル技術—測定のためのサンプリング及び試料調製—

Part 1:ウルトラファインバブル分散水

• ISO 21255:2018

ファインバブル技術

—ウルトラファインバブル分散水の保存及び輸送

• ISO 21910-1:2020

ファインバブル技術—マイクロバブルの特性評価—
Part 1:サイズインデックスのオフライン評価
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国際標準化への協力２
（NITEが作成した国際標準）

• ISO 24261-1:2020

ファインバブル技術—ファインバブルの特性評価のための

消泡方法— Part 1：評価手順

• ISO/PRF 24161-2

ファインバブル技術—ファインバブルの特性評価のための

消泡方法— Part 2 ：消泡技術

• ISO/TR 24217-2:2021

ファインバブル技術—利益への繋がりを示すためのガイドライン
—Part 2: ファインバブル応用技術の持続可能な開発目標

(SDGs)への貢献評価）

本年中に発行予定
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出典：ファインバブル産業の市場動向に関する調査・分析
https://www.nite.go.jp/gcet/fb/20210330_oshirase.html

ファインバブル産業の市場規模の推移



ご清聴ありがとうございました。


